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四六
耳鳥齋筆《大石氏祇園一力康楽之図》
（関西大学図書館蔵）
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耳鳥齋（宝暦元年〔一七五一〕以前生
－ 享和二／三年〔一八〇二
－ 一
八〇三〕没）筆《大石氏祇園一力康楽之図》 （関西大学図書館蔵） ［図
1］は、紙本墨画淡彩、縦二六・三、横四八・〇センチメートルの作品
である。作品の現状を記すと、画面左側、つまり、釣竿を手に持つ大星由良之助の向かって左側の紙面が 縦に長く また大きく剥げている。同じく、画面上半部で滑稽に踊る男の右手の上部が欠損している。また、画面の所々に染みの跡が見られ、紙本の横折れが幾本か確認できる。　
主題は『仮名手本忠臣蔵』の七段目にあたる「祇園一力」 、歌舞伎で
は通称「茶屋場」と呼ばれる場面を扱っており、大星由良之助が敵を欺くために、一力茶屋において、どんちゃん騒ぎの遊興にふけっている場面である。画面左端に「大石氏祇園一力康楽之図
　
英一蝶画耳鳥齋写」
［図
6］と署名の入った墨書が見られる。印章は無く、真贋の判定を考
えねばならないが、こうした作風をもつ耳鳥齋の作品は少ない。作風的には、晩年の寛政五年（一七九三）前後 制作された、たとえば、 《別世界巻》 （関西大学図書館蔵）など 見られる手慣れた作風とは異 っていて、筆者が推測するところ、耳鳥齋初期と呼ぶべき絵画ではないかと考えられる。耳鳥齋の初期 は、もちろん、酒造業を離 、骨董商に転業した時期にあたると される その時期が何時か 正確に述べ
るのは困難である。しかし、耳鳥齋の絵画の中では、最も稚拙な人物描写を見せる最初の出版『絵本水や空』の刊行年である安永九年（一七八〇）を基準に、その前後、とりわけ 版本出版に至る直前の安永期以前と考えることができるかも知れない。しかし、決定的な確証もなく、 「初期」 いう概念を用いるのは問題であるとすれば 耳鳥齋の版本と肉筆画を三つのグループに分けて、それぞ 第一期 第二期、第三期の計三期とし、初期にあたる時期を、三期 中の第一期 しておく方がよいかも知れない。　
こうした考え方に従って、耳鳥齋の作風を三期に分けるとして、第一
期は、この《大石氏祇園一力康楽之図》のように、一瞥では稚拙とも思われる作風を指す。中期（こ 呼び方は特に問題であるかも知れない） 、すな ち第二期は、 《四睡之図》 （本吉兆蔵）や、や り《仮名手本忠臣蔵》 （個人蔵）の連幅など、 「墨松」の朱文方印 捺す作品群である。この第二期には、未だそ 作風に稚拙さを残しながらも、 『絵本水や空』と比較すれば、かなり手慣れた人物の形姿を見せる『徒然睟か川』 （天明三年・一七八三）や『つべこべ草』 （天明六年・一七八六）刊行の時期と考えられる。第 期にあたる後期（晩期）は、 寛政五年（一七九三）の年 のある《地獄図巻》 （熊本県立美術館蔵）など 根拠に、寛政五年（一七九三）前後から、没年頃の享和年間（一八〇一
－ 一八〇三）と
なろう。この時期の作風は、没後 刊行された『絵本古鳥図賀比』 （文化二年・一八〇五）に見られる円熟した描写力を示す ので 先に挙げた《別世界巻》 （関西大学図書館蔵）や、同主題の《地獄図巻》 （熊本県立美術館蔵）などの熟練した描写を示す作品群である。繰り返し なる
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図 1 　耳鳥齋《大石氏祇園一力康楽之図》
図 2 　部分（鯛とその他の料理）
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図 3 　部分（踊る男）
図4　部分（二人の仲居）
四九
図 5 　部分（大星由良之助）図 6 　落款
五〇
が、この三期の分類は、筆者の暫定的な仮説であり、これについて一層の正確さを求めるには、今後のさらなる調査研究に俟たねばならな 。　
さて、 《大石氏祇園一力康楽之図》には印章が捺されていないが、耳
鳥齋には無落款や印章を捺さない作品もしばしば見受けられることから、最終的には、作品の描写自体から真贋を判定せざるをえない場合がある。たとえば、無落款ではあるが、耳鳥齋の真筆として間違いの 《仮名手本忠臣蔵図巻》 （大英博物館蔵）や、印章 欠く《十二ケ月図》 （関西大学図書館蔵）の双幅など、いずれも秀抜な作品だといっ よい。 《大石氏祇園一力康楽之 》の画面左側には、大星由良之助［図
5］が釣竿
を持ち、右手で踊る男の方向を見ているように描 れて る。釣竿とうことから 画面中央下に置かれた鯛［図
2］と関わりがあるとも考え
られるが、大星由良之助の視線や 右端に座る二人 仲居［図
4］の様
子か も、釣り上げられようとしているの 獲物 魚に見立て れた踊る男であろう。　
踊る男［図
3］の姿は、稚拙な略筆で描かれており、一見して與謝蕪
村（一七一六
－ 八三） 人物像、たとえば、 《蕉門三十六俳仙帖》の「杉
風」や「猿雖」を想起させる 蕪村は、耳鳥齋が画家となった時期にまだ精力的に活動していた。耳鳥齋における蕪村 影響について 高安月郊が「上方の浮世絵
―
大阪の人々」 （ 『上方趣味』 、大正十四年）
において言及しているが、確かに、耳鳥齋が蕪村の影響を受けた可能性は高い
②。大星由良之助を含めて計六人の人物描写は、稚拙に見えるが、
よく見ると、なかなか達者な筆さばきであることが確認できる。男女の着物には、淡い藍色と紅色が施され、実に軽妙な人物描写となっている。
画面左端に「大石氏祇園一力康楽之図
　
英一蝶画耳鳥齋写」という墨書
が見られる。 「英一蝶」という名前から、一蝶（一六五二
－ 一七二四）
の《布晒舞図》 （遠山記念館蔵）が想起されるかも知れない。確かに、全体 構成や踊る人物など、本作品と若干似た雰囲気を示している。あるいは、大倉文化財団所蔵の一蝶筆《雑画帖》の中に 「七福神図」が収載されているが、人物配置や釣竿のモティーフなど、耳鳥齋のこの作品によく似ている。いずれにしても、耳鳥齋が英 蝶に関心を抱いていた、という事実は興味深 。
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